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プロジェクトサイト
スラウェシ島 ジェネベラン川流域

23,400 ha
60,000 世帯
300,000 人



Project Map

ビリビリ多目的ダム

Back to Top

1999年：ダム完成

2004年：農業用水路
が完成



1. 超学際研究の枠組みをつくる

2. ステークホルダーを明らかにし、理解・承認してもらう

3. ステークホルダーの参加を後押しする

4. 協働(Collaborative action)の促進

5. 持続性をもたせる

6

超学際研究(Transdisciplinary)実現の指針



1. 超学際研究の枠組みをつくる

7

超学際研究(Transdisciplinary research)とは、

現実社会における複雑な問題を多様なステークホルダと共に
様々な知恵を活用しながら解決することを目的とした研究である。
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適切に管理された水の分配

超学際プロセス

不適切な水の分配

専門家グループ
• 土壌学
• 水文学
• 地理学
• 人類学
• 社会科学
• など

ステークホルダグループ
• 農家
• P3A-水利組合
• 水管理者,水門番
• その他

科学

研究の枠組み

学際研究 多様なステークホルダ

実践



1  2 3 4 5

研究段階およびステークホルダとの関わり

2011：
研究開始

現地調査

研究者
NGO-農家
(下流域)

3 タイプ

2012：
予備調査

基礎研究

研究者、水利組
合、行政関係者、
NGO-農家

5タイプ

2013：
研究焦点の修正

人文科学
科学
自然科学

研究者、水利組
合、農家水利用
者組合、地方行
政関、NGO-農家

6タイプ

2014：

アクションリサーチ
第一段階

カンピリ

水利組合 , 水利
組合連合,地方行
政関係者
NGO、研究者

20タイプ

2015: 

アクションリサーチ
第二段階

カンピリ
ビスワ

農家, 水利組合 , 水
利組合連合, 行政関
係者, その他利害関
係者、研究者

31タイプ



実践
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• 現地研究者と調査地の確認、農地・農
家の訪問

• 観測・調査活動の開始

P3A ミーティングの開催
水路掃除

農地の水不足問題
に焦点を絞る

ステークホルダーミーティング、 FGD、
アクションリサーチミーティング、

協働の実践：水分配の調整と実践、参加
型モニタリング活動の実施、

コミュニケーションネット
ワーク調査、詳細聞き
取り調査

活動地域をカンピリIAからビスワIAへ
と拡大

実践マニュアルの作成

ステークホルダー総会、国際シンポジ
ウムの実施

データ解析、報告書作成、
ワークショップ・セミナー・
シンポジウムの開催

本の執筆（英・和文）

議論の参加
観測・調査活動の協力と参加

水門番の最適化
水路掃除
水門・水路補修
政府基金の検討

乾期作だけでなく雨期作の水
分配についても調整を拡大



知識・情報の共有
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コミュニケーションネットワーク
に関する聞き取り調査

回答者: 13 人(2014) 、 26 人(2015)
• 一次水路技術者
• 頭首工管理人:
• 水門番
• 水利組合連合長
• 二次水路技術者
• 二次水路水門番
• 水利組合長

• マンドロジェネ
調査期間 : 23 週間 (2014) and 25 週間 (2015)
回答者一人当たりの聞き取り時間:  15-20 分間
回答者一人当たりの訪問回数：17.5 回
聞き取りのべ人数 :228人 (2014) 、200人 (2015)
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コミュニケーションネットワーク解析

水利用者サイド 水管理者サイド
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1. 超学際研究の枠組みをつくる

2. ステークホルダーを明らかにし、理解・承認してもらう

3. ステークホルダーの参加を後押しする

4. 協働(Collaborative action)を促進する

5. 持続性をもたせる

15

超学際研究(Transdisciplinary)実現の指針



2.ステークホルダーを明らかにし、
理解・承認してもらう

戦略/手法

a. ステークホルダ分析の実施
b. グループ間のバランス調整

c. 民主的な選挙・選抜：それぞれのグループから代表者を選出

d. 公正かつ公平な議論の促進
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カンピリ灌漑地区

•第1ステークホルダーグループ
• 水利用当事者 (priority for   

farmers in the downstream area)

•第2ステークホルダーグループ
• 水管理人、水門番

•第3ステークホルダーグループ
• 学際的研究者チーム

•第4ステークホルダーグループ
• 水利用、水供給、協働に関わるその他
全ての利害関係者、またはプロセスに関
心を持つ人々
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Indicator area
(水利組合)

灌漑受益農地
(2014)



FGD.2_GROUP .IV

1. Bulaeng (Fasilitator)

2.Bachtiar Situju (O.P Majannang)

3. Chusnul Arief

4. Subhan Bani (Unit Ipair)

5.Hamzah Rani (Ketua P3A Binabbasa)

6.Rury

7. Jumpei Kubota

8. Ahmad Sijaya (Ketua P3A Renggang)

9.Drs. Agustus (Kepala Desa Tanabangka)

10. Ramli Sore (perwakilan mandor Tunirannuang)

11.Suardi (PPA BPm5-6)

12. Arni

13. Kamaruddin Rola (Sekretaris GP3A Sirannuang)

14. Kadir Awing

15. Lahasang Tutu (mandor P3A Renggang)

16.Dg. Nuntung (Mandor P3A Binabbasa)

17.Paharuddin Sikki (Ketua P3A Tunikamaseang)

18. Marzuki Rowa (Ketua P3A Sipakainga)

19. Daud Unjung (Ketua P3A Tunirannuang)

20 Saharuddin Dg Naba (Ketua P3A Pammase)

21 Dwi

22. Prof Oue

参加者/ステークホルダーの特定分析
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1. 超学際研究の枠組みをつくる

2. ステークホルダーを明らかにし、理解・承認してもらう

3. ステークホルダーの参加を後押しする

4. 協働(Collaborative action)を促進する

5. 持続性をもたせる
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超学際研究(Transdisciplinary)実現の指針



3.ステークホルダの参加を後押しする

戦略/方法

a. 信頼関係の醸成

b. ステークホルダーが協働によって何を得られるかを明確にすること

c. ステークホルダーが参加しやすい環境・雰囲気作り。
会合に最適な場所・日時設定。

d. ルールづくりと積極的な責任分担
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コミュニティーとの協働
と調査活動

22
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1. 超学際研究の枠組みをつくる

2. ステークホルダーを明らかにし、理解・承認してもらう

3. ステークホルダーの参加を後押しする

4. 協働(Collaborative action)を促進する

5. 持続性をもたせる
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超学際研究(Transdisciplinary)実現の指針



4. 協働(Collaborative action)を促進する

戦略/方法:

a. 協働内容の選び方

b. 協働の目的を参加者全員と共有

c. 実施対象とその利点を明確化

d. 協働の正当性の確認

e. ステークホルダの役割を明確化
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協働の進め方
戦略/方法 行動/詳細

1. 協働内容の選び方

① シンプルであること

② これまで受益のなかった人々に利益がも
たらされること

③ より多くの当事者が参加できること

2. 協働の目的を参加者全員と共有 目的や情報を伝えるための工夫（情報
ツールの活用等）

3. 対象地と受益者の確認 対象地の地図、名札、旗等の作成

4. 参加者の役割を確認 水門操作の訓練、ロールプレイング

5.  協働について多くの人に認めても
らう

地方行政官、地域リーダーの参加
参加型モニタリング
参加型評価
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2014

2015

2012-2013

27アクションリサーチのプロセス



1. 超学際研究の枠組みをつくる

2. ステークホルダーを明らかにし、理解・承認してもらう

3. ステークホルダーの参加を後押しする

4. 協働(Collaborative action)を促進する

5. 持続性をもたせる
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超学際研究(Transdisciplinary)実現の指針



5. 持続性をもたせる

戦略/方法:

a. リーダーの正当性の承認

b. 自律精神の養成

c. ステークホルダーの役
割・責任分担

d. 行政や学界からの支援
獲得

a. ステークホルダー会合、
シンポジウム

b. マニュアルの制作と普及
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活動日誌とマンドロジェネIDカード
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ステークホルダーの自発的活動
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1. 水門の新規設置
2. 三次水路の改修作業
3. 堤防の改修とゴミ清掃
4. 水門補修作業
5. 水分配スケジュールに関する会合の開催
6. ゴミ清掃活動 ( 州政府の支援)



政府支援の獲得
• A. Dg ナサ氏 :  カンピリ技術支援員

• 二次水路の改修工事（4 カ所）

Paku , Bontolangkasa , Borong Boddi, Parapa
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カンピリ IAのリーダーが
ビスアIAのファシリテータ
役を担うようになった。
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活動の拡大

Bili-Bili Irrigation 
System (2,360ha)

KAMPILI Irrigation 

System       (10,545 ha)

BISSUA              

Irrigation System       

(10,758 ha)



マニュアル制作会議
皆の経験と知恵を一冊のマニュアルに
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各地域リーダーの経験と知恵を
ステークホルダー全員と共有
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マニュアル
人と人をつなぐことに重きを置き、
技術だけに頼らない、水をつなぐための方法

• 内容

協働的アクション実現
のための13 の重要な
取り組み

各活動における31種

ステークホルダーグ
ループの役割
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適切な水管理と水分配

科学

科学と研究の枠組みを超える

学際的研究

実践
多様なステークホルダ－

1. Connecting people Mandorojene into P3A
GP3As  and  P3As
GP3A s– Gate operators(PPA)  + Technical staff 
(Juru) +Supervisor (pengamat)
From Downstream (Hilir) to Upstream (Hulu)

2. Trust Building, Consensus Building, Networking
3. Collaborative action: Plan and Implement
4. Scaling Up From Kampili expanded to Bissua

政府予算の獲得
改修工事の実現等
自律的な行動

会合や共同作業（ゴトン・ロヨ
ン）の実施

リーダーシップ
自信

弱者グループへのより十分な水配分

低所得者の収入増加

相互学習

Mizu wowakatsu cover



Thank you 
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